


『１２年前日記　１９９９年１２月２９日（水）』

【１９９９年１２月２９日（水）】＊２０１１年１２月２９日（木）記

　９時３０分、起床。昨日、何となく今年の仕事納めって流れになったわけだが念の為、ベット

に寝転がりながら、昨日ゲットした内務省の電話番号１５個を上から順に再度かけてみる。

　結果発表！　どれも昨日と同じ留守電ばかりでした。思わず笑みが漏れそうになるので、何と

かガッツポーズで誤魔化す。

　非常に残念ながら、やはり今年はもう如何ともし難いようですので、来年こそは仕事始めに

はちゃんとした体制を整え、スタートダッシュを決めてみせる。年末年始休みだからって浮かれ

ている時間はない。

　根なし草の極楽トンボなフウテン稼業の自称プロ戦場特派員業もちゃんと法人化し、早急に突

貫工事で会社を作らないといけない（というわけで１２年後の俺ですが、このままじゃいけない

と一念発起し、朝から特にすることがないこともあり、とりあえず会社ゴッコをはじめることに

あいなった模様。その際の恥かしいメモを極秘入手したので大公開してやります）。

「じゃあ、オホン、とりあえず俺がワンマン社長兼ワンマン社員だ、エヘン。

　我が社は創業間もないが、どこよりも厳しいから覚悟しておきたまえ。まず起床時間が始業時

間である。夢の通勤時間０分達成！　時差通勤だ、フレックス制だなんて相手にもならん！

　そして、終業時間は就寝時間。つまり残業ゼロ！　サービス残業なんて絶対させません！　毎

日バタンキュ〜。

　労働時間は、起っきした時間やネンネした時間に左右されるが、「２４時間－睡眠時間」の計

算式だから、最低１２時間労働は確定だな。

　当然、始業時間や就業時間は起きて寝てみないと分からない関係で主にバラバラだ。もちろん

タイムカードなんてだっせえものは今後も導入する気は更々なし。

　３６５日年中無休で寝たり起きたりしているわけだから、当然死ぬまで一日も休みなし。週休

２日だ、夏休みだ、盆正月休みだ、有給休みだ、忌引きだ、ズル休みだなんて寝言は許さない。

でもその代わり、サービス休日出勤みたいのは一切なし。

　始業時間がバラバラだからこそ、例え昼過ぎに起きようともワンマン社長の朝礼だけは絶対欠

かさない。

「え〜、社員諸君、突然だが弊社は深刻な経営危機に陥っている、お前ら社員一人一人のせいで

！　ま、ココはひとつ、聞くだけでいい、お代はいらないから、窮状を聞いてくれたまえ。

　社運を賭けた、先日のチェンマイ社員旅行は無事に大成功を納めることができました。

　しかし、その際によからぬ噂を聞きました。

　我が社の社是は、社内恋愛厳禁ですが、どうやら俺の憧れのオフィスラブをした奴がこの中に

いる。証拠はあがっているんだ、さあ、今すぐ出て来い！

　…よ〜し、そっちがそのつもりなら、こっちにも考えがある。さあ、みんな目をつぶれ。そし
て犯人はビシッと手をあげろ。社長命令だ！

　…もういい！　じゃあ、再現ドラマにしてやる、思い知るがいい。



 
　夜も更けた我が社のあるところからヒソヒソ声が聞こえてきたという。

「なあ、いいだろ」

「ちょっとやめてください、課長」

「ふん、お口ではイヤだイヤだと言っても、もうこんなじゃないか、正直だな下のお口は。オラ

オラ、どうだ気持ちいいだろ、部長」

「あ〜ん、上手ぅ〜。もっと〜、激しく〜、カチョ〜！」

「こうかい、気持ちいいかい、ブチョ〜！」

　そして、ひしと男子トイレの真ん中で男同士力強く抱き合う課長と部長であった。それを大の

扉の隙間から覗き見する係長ったら、ちょっと前屈み。

　どうだ、全部お見通しだ、コレが今もっともトレンディなオフィスラブ、部長課長係長の３Ｐ

ってもんだろ。チクショ〜、羨ましい。

　おっと、美人秘書が「た〜さん、そろそろお時間よ」とせっつくから、今日はこの辺で締めの

言葉を。

　昨日が何となく仕事納めで、形式上というか建前は年末年始休暇に入ってますが、来年こそは

がんばろう、エイエイオ〜」

　

　う〜ん、朝礼ってこんな感じでやるんだよな、きっと。

 
＊以下の素材で朝礼のネタ作りをしておくこと。

年功序列、終身雇用。

給料。

ボーナス。

組織作り。部、課、係。

社員教育、新人教育。

福利厚生。

社食。

健康診断。

新人研修。

社宅。社員寮。

社員旅行。

車内レクリエーション。忘新年会、ハイキング、親睦会。

社員運動会。

社歌。

社内報。

出世競争。栄転。花形部署。腰巾着、こめつきバッタ。派閥争い。



左遷、窓際族、リストラ。

本社勤務。

転勤族。

営業ノルマ。

労働組合。サボタージュ。

報連相。

始末書。

社訓、今月のスローガン、標語、今月は●●月間。

接待。

宴会部長。

職権乱用。

パワハラ、セクハラ。

社内イジメ、職場放棄」。

 
（ハイ、以上、２１世紀の俺が大暴露をお送りしました。

　それにしてもナニがしたいんでしょう、てか一体ナニをしにきたのでしょうか、２０世紀の

俺は）

 
　ああ、会社の社長ってのも意外と大変なもんだなあ。ああ、腹減った。

　１１時、チェックアウト。生意気にもちゃんとチェケラしていたらしく、昨日と今日部屋から

掛けた電話代をしっかり取られる。「１５個×昨日と今日」の計３０個分のクソどうでもいい留守
電を聞いただけでこんな大金が、いい商売だな。

　俺もお前らみたいなテレクラ商売に鞍替えしてやると日本語でブツブツ言いながら、フロント

で支払いという、経理の仕事もバリバリこなし、外に出る。明細をなくしたみたいで、電話代が

いくらだったか不明だが、高かった記憶のみ鮮明に残っているからいいの、それで！

　ふと空を見上げる。まぶしいぜ。そして暑ッ！　ああ、もうどっかに帰りたい。せめて日陰に

入ろう。迎え暑さ代わりに、煙草に火をつける。ああ、なんか余計ムシムシする。汗ダラダラ、

煙モクモク。

　さて、お次はどこのホテルに行こうかな。そう、まずはできることから、小さなことからコツ

コツ精神で、またホテル替えをするのだ。

　２、３行前に超暑いって伏線を張っておいたので、堂々とタクシーで移動（２１０Ｂ）。ああ

、今日も憂鬱な仕事、生活の糧にすらならないどころか、やればやるほど火の車を燃やすお仕事

…は昨日から年始年末休みだから、えっととりあえず冬休みの宿題は、内務省の場所探し。
　タクシーの運ちゃんには国立競技場近くの安宿街と地図を見せて、ちゃんとＯＫＯＫと言って

いたのに、着いた先は別の安宿街、カオサン通り。

　まあ、方向感覚も人並みはずれて優れている俺は途中で全然違う方向に進んでいるのに気付い

たが、いちいち面倒臭いのでほっておいたらこうなった。男が小さいことゴチャゴチャ抜かすな



。

　１２時、とりあえずカオサン通りを流し、目に付いた『Ｓｉａｍ　Ｏｒｉｅｎｔｒｅ　Ｈｏｔ

ｅｌ』にチェックイン（５００Ｂ）。一応ホットシャワーでエアコン付きだが、同じ５００Ｂで

もボロだ。部屋にテレビもねえ、電話もねえ、冷蔵庫もねえ、タオルすらもねえ。

　１３時、さ、改めてバンコク慣れでもしがてら、何の嫌がらせか偶然カオサン通りの近くにち

ょうど内務省があるから下見でもしておくか、することまったくねえし。

　あ、なにやらデジャブ。こういうことをしていて、大昔体調を崩した気がしないでもない。す

ぐに本日は店主の急な事情で休業とすることに。厳密には年末年始休み中なんですが、ま、気分

気分。

　昼飯をセブンイレブンでテイクアウト（２９Ｂ）し、ホテルに戻る。

　１５時、３時のオヤツの買出しで、またセブンイレブンへ（コーラーと小さな丸いドーナツが

６つ入ったダンキンで、１８Ｂ）。ホテルへトンボ帰り。

　１８時、タイの夕飯（３０Ｂ）を食べに、カオサン通りのそこらじゅうにある定食屋へと出掛

ける。道にはブクブク白人どもが異臭を漂わせながらウヨウヨ。

　臭いを避けて、裏通りの繁盛しているタイメシ屋へ。たまたま空いてる席に座ったら、向かい

に日本人がいやがる。

　中国人か韓国人のふりをして、せっかくそっぽを向いてやっていたのに、「あの〜、もしよか

ったら、一緒に飲みませんか」とビールを進めてくる。「すいません、ひどいビチビチシャバシ

ャバな下痢なものですから」と向かいの日本人がビールのつまみに食べているカレーに視線を

やり、そっと傷つけないよう遠回りにやんわり断る。酔わせて、ナニしようって魂胆かしらん。

抱く気？

　毅然とした態度で俺は運ばれてきたイカと野菜を乗せたやつを貪り食う。どうやら向かいの日

本人はスカトロマニアだったらしく、「私は大阪でダイビングのインストラクターをしている」

とか懲りずに話しかけてくる。

　俺はわざわざタイくんだりまできて、お友達メイドイン大阪を作りに来たんじゃねえ、気安く

話しかけるなと心の中で思っていると、急にだんまりこむカレシ。

　え、まさかエスパー？　そんなはずはなく、俺の心の声がダダ漏れしちゃったみたい、だから

ゲリだって言ったのに〜（１９９９年の俺はそういうことを平気でする男でした、だって前世紀

の人間だもん、原始人みたいなもんさ。２１世紀の原始人より）。

　１９時、ただいま！　一個だけ残して楽しみにとっておいたダンキンドーナツにアリどもが！

　クソ虫どもめ！　一匹一匹洗面所に流して成敗してやる。

　ついでにたまっていた洗濯物を、お家に持ち帰りの残業気分でキレイキレイしながら一大決心

をした。

　今日からこの酷暑タイで半袖、パンツ、靴下（ジャングルでの従軍に備えて、常に足首をすっ

ぽり覆うトレッキングシューズを履きこなし、靴下も膝下の長い厚手のものを）は３日間ははく

。ズボンはうんこを漏らしたとき以外は洗わない、という鉄の掟を。

　２２時、やることないし金もないし仕事もないから、カメラやビデオの説明書を読んで、通り



がガンガン音楽だ話し声だ絶叫だでうるせえなあと思いながらフテ寝。

　さ、今日も日報書かなきゃ、厳密には戦場家計簿だけど、我が社の経理、そして顧問税理士と

公認会計士として責任を持って。

　ああ、今日も１日よく働いた、お疲れちゃん、自分。夜中に蚊かアリかその類の虫がいたのか

、体中をかきむしった記憶アリ。

 
（ようやく寝たようだから、２０１１年の俺が近況報告じゃなくて、１２年前の遠況報告を２、

３しよう。

　紹介を約２週間ばかし遅らせましたが、もちろんゆえあってわざとね、１９９９年の俺は地球

で自称プロ戦場特派員業を営む、よしおとよしこ（戦場ネーム、２４歳）であった。

　１９９９年３月にガッコを卒業したばかりのピカピカの社会人１年生だ。同年４月から１２月

半ばまでの９ヶ月ばかし、肉体労働のバイトをして、せっせと金を貯めてきた。

　ようやくソニーのビデオカメラと大量のミニＤＶテープ、ニコンの中古カメラ（レンズは２

４mm、３５mm、８５mmの３本。予備カメラは防水の現場監督）と大量のフィルムなどを買い
揃え、１９９９年１２月半ばにタイはバンコクに飛んだ。

　ビルマの軍事政権に対し、半世紀以上に渡り独立闘争を続ける少数民族カレン族のカレン民族

解放軍の従軍取材と、ビルマ軍に迫害されて故郷を追われたカレン族が集う、ビルマ・タイ国境

の町メソト付近に点在する難民キャンプを取材するために。

　タイに来てから早２週間。今までの成果を改めてまとめると、

●国連難民高等弁務官事務所のバンコク支店に電話取材し、各難民キャンプの最新情報をＦＡＸ

で教えて貰ったこと。

●難民キャンプの取材許可証を発行する内務省の電話番号を１５個ゲットしたこと。

　後はバンコク慣れしたり、バンコク慣れに失敗したり、チェンマイに転地静養に行ってウンコ

漏らしたり、帰ってきたバンコク慣れをしたりくらいか。一応、水上マーケットツアーとカンチ

ャナブリツアーを大金払ったのにサボった実績もありっちゃあり。

　本格的に重い腰をあげようとしたら、ちょうど年始年末休みにぶつかり、ほくそ笑んでいると

ころ。

　今後の差しあたっての予定は、内務省に取材許可証を申請し、発行して貰うこと。

　今回の二大取材のうち、メインはタイからビルマに密入国してのカレン民族解放軍の従軍取材

だが、その前に前菜のビルマ・タイ国境のタイ側に点在するカレン民族の難民キャンプ取材を済

ませておきたいところ。

　ぶっちゃけ、だだっ広い難民キャンプの入口にポツンとタイ軍のチェックポイントがあるだけ

らしく、どこからも入り放題なので単に入る目的だけなら別に取材許可証なんて全然いらない。

　しかし目的はあくまで極秘潜入ではなく、おおっぴらな取材活動ゆえ当然ビデオを回したり、

カメラで撮ったりする。当然、手持ち無沙汰な難民たちにガヤガヤと囲まれて、ひときわ目立つ

ことは確実だ。そしたらタイ軍の兵隊さんにすぐバレて追い出されるのが関の山だろう。

　現状、手にしている従軍取材の伝手が心もとないので、難民キャンプ取材中に何とか追加で足



がかりを確かなものにしておきたい。従軍取材の確実な足がかりを得るためにも難民キャンプ取

材には万全を期し、つまらぬ凡ミスは避けておきたい。いや、絶対に取りこぼしはできないから

、取材許可証は正式に手に入れておきたい。

　後はもうコッチも寝る）

○本日の出費、「計算するのが面倒臭いから、各々で適当にしといてよ」Ｂ。ついでに一日の流

れも「いちいちうっとうしいから誰か簡単にまとめといて」ジャ〜。
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